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可決された知事提出議案

○香川県税条例の一部を改正する条例議案
地方税法の一部改正等に伴い、所要の改正をおこなうもの。

その他4議案

主な議案

6月定例県議会

代表質問
《自民党県政会：氏家議員、リベラル香川：高田議員、自民党議員会：斉藤議員》

一般質問《５会派、１2名の議員が登壇》

議員提出議案等《意見書3件を可決》

常任委員会だより・閉会中の委員会活動《5～6月中》
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自民党議員会

　
　 

浜
田
知
事
国
の
予
算
を
活
用

し
、
河
川
改
修
に
加
え
、
16
河
川
で

樹
木
・
堆
積
土
砂
に
起
因
し
た
氾

濫
の
危
険
性
を
解
消
す
る
た
め
、

樹
木
伐
採
や
河
道
掘
削
を
行
う
こ

と
と
し
、
13
河
川
で
工
事
着
手
し

て
い
る
。
小
型
で
低
コ
ス
ト
の
危

機
管
理
型
水
位
計
や
河
川
監
視
カ

メ
ラ
の
整
備
も
行
う
。

　
水
防
上
重
要
な
12
河
川
を
対
象

に
、想
定
さ
れ
る
最
大
規
模
の
降
雨

に
基
づ
く
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図

の
作
成
を
進
め
て
お
り
、３
月
に
香

東
川
な
ど
４
河
川
で
公
表
し
た
。

　
住
民
が
防
災
気
象
情
報
の
意
味
を

直
感
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
改
定

さ
れ
た
﹁
避
難
勧
告
等
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
が
適
切
に
運
用
さ
れ

る
よ
う
市
町
に
助
言
し
、
広
報
誌
の

６
月
号
に
掲
載
す
る
な
ど
県
民
へ

の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

　
　 

知
事
﹁
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
か
が

わ
﹂
で
県
内
外
の
若
者
と
企
業
の
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
を
行
い
、
合
同
就
職
面
接

会
や
県
内
企
業
フ
ェ
ア
の
開
催
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
昨
年
度
は
３
５

９
７
件
の
相
談
を
受
け
、
１
.
４
倍
の

１
３
４
人
が
県
内
企
業
に
就
職
し
た
。

　
昨
年
度
か
ら
、
県
外
在
住
の
大

学
生
が
県
内
の
合
同
就
職
面
接
会

等
に
参
加
す
る
際
の
交
通
費
を
助

成
し
て
お
り
、
１
１
８
件
の
利
用

が
あ
っ
た
。

　
進
学
を
目
指
す
高
校
生
に
地
元

就
職
を
選
択
肢
と
し
て
意

識
し
て
も
ら
う
た
め
、Ｕ

タ
ー
ン
就
職
の
事
例
等
を
掲

載
し
た
補
助
教
材
を
作
成
・

配
布
す
る
。新
た
に
、優
れ
た

技
術
を
持
つ
県
内
企
業
な
ど

を
紹
介
す
る
情
報
冊
子
を

作
成
し
、県
内
外
の
大
学
や

県
内
の
高
校
等
へ
配
布
す
る
。

　
　
風
水
害
・
土
砂
災
害
の
対
策
は
。

6月定例会
6月12日から7月3日

自民党県政会

6月定例会　代表質問

氏家 孝志 議員

　
　

教
育
力
の
向
上
と
人
材
確
保
は
。

　
　
工
代
教
育
長
小
学
校
の
英
語

等
の
専
科
教
員
を
拡
充
す
る
な

ど
、
教
科
担
任
制
の
充
実
に
つ
い

て
、
６
月
に
知
事
、
県
議
会
議
長
、

副
議
長
と
国
へ
要
望
し
た
。

　
熟
練
教
員
の
大
量
退
職
に
伴
う
指

導
力
低
下
に
対
応
す
る
た
め
、
教
職

経
験
等
に
応
じ
た
各
種
研
修
を
行
う

ほ
か
、
小
中
学
校
に
指
導
教
諭
を
配

置
し
、
若
手
教
員
の
育
成
を
図
る
。
退

職
教
員
等
の
適
任
者
を
学
校
の
求
め

に
応
じ
て
派
遣
し
、
指
導
の
適
任
者

方
法
等
の
継
承
を
行
っ
て
い
る
。

　
30
歳
代
後
半
か
ら
40
歳
代
の
教

員
数
が
少
な
い
た
め
、
他
県
の
現

職
教
員
を
対
象
と
し
た
こ
れ
ま
で

の
特
別
選
考
に
加
え
て
、
新
た
に
、

本
県
の
小
学
校
教
諭
を
志
願
す
る

代表質問
6月14日

問　
　
県
内
企
業
の
人
材
確
保
は
。

問

　
　

外
国
人
労
働
者
の
受
入
支
援
は
。

問

答

　
　
知
事
４
月
に
県
内
事
業
所
や

外
国
人
労
働
者
か
ら
の
相
談
に
対

応
す
る
外
国
人
労
働
人
材
関
係
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
５
月
末
ま
で

に
24
件
の
相
談
を
受
け
た
。
関
係

団
体
や
機
関
と
の
連
携
会
議
を
設

置
し
、
６
月
に
第
１
回
を
開
催
し
、

情
報
交
換
等
を
図
っ
て
い
る
。

答

　
　
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
促

進
と
担
い
手
の
確
保
・
育
成
は
。

問　
　
知
事
昨
年
度
の
担
い
手
へ
の

貸
付
面
積
は
、
５
３
２
ヘ
ク
タ
ー

ル
と
、
前
年
度
か
ら
98
ヘ
ク
タ
ー

ル
増
加
し
、
担
い
手
に
新
た
に
集

積
さ
れ
た
面
積
の
年
間
集
積
目
標

に
占
め
る
割
合
も
全
国
４
位
と

な
っ
た
。
今
年
度
は
、
市
町
等
と
連

携
し
、
農
地
の
状
況
等
を
よ
り
分

答

問答

外国人労働人材関係相談窓口を周知するチラシ

※
1 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
＝
自
然
災
害
な
ど
の
緊
急
事
態
に
お
い
て
、
企
業
が
事
業
資
産
の
損
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
つ
つ
、
中
核
と
な
る
事
業
の
継
続
や
早
期
復
旧
の
た
め
に
、
平
常
時
の
活
動
や
緊
急
時
の
事
業
継
続
の
方
法
、
手
段
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
る
計
画
︵
事
業
継
続
計
画
︶
の
こ
と
。

答

か
り
や
す
く
示
し
た
資
料
を
活
用

す
る
な
ど
、
地
域
の
話
し
合
い
を

よ
り
一
層
活
性
化
さ
せ
る
。

　
担
い
手
の
確
保
・
育
成
で
は
、
就

農
か
ら
定
着
ま
で
の
一
貫
し
た
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
や
、県
内
外
で

の
就
農
相
談
会
へ
の
農
業
法
人
等

の
参
加
を
支
援
す
る
な
ど
多
様
な

ル
ー
ト
か
ら
の
新
規
就
農
者
の
確

保
に
努
め
る
。
か
が
わ
農
業
Ｍ
Ｂ

Ａ
塾
の
開
講
な
ど
、
経
営
感
覚
に

優
れ
た
農
業
者
も
育
成
す
る
。

　
外
国
人
材
を
雇
用
す
る
事
業
所

に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
配
布

す
る
。制
度
や
事
例
の
紹
介
な
ど
事

業
所
向
け
の
講
演
会
を
開
催
す
る
。

　
生
活
面
で
は
、
県
国
際
交
流
協

会
と
連
携
し
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
派
遣
な
ど
の
支
援
や
出
前
講

座
を
実
施
し
て
き
た
。
ア
イ
パ
ル

香
川
内
に
設
置
し
た
﹁
か
が
わ
外

国
人
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂
を
拠

点
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
、

外
国
人
労
働
者
が
地
域
社
会
で
孤

立
し
な
い
よ
う
努
め
る
。

自民党議員会リベラル香川

高田 良徳 議員

　
　
知
事
昨
年
か
ら
、
ユ
ニ
ー
ク

べ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
地
域
伝
統

芸
能
の
夜
間
公
演
を
実
施
し
て
お

他
県
の
現
職
教
員
を
対
象
と
し
た

秋
募
集
の
試
験
を
10
月
に
東
京
と

大
阪
で
実
施
す
る
。

答

※
２ 

栄
養
塩
類
＝
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
海
藻
等
の
成
長
に
必
要
な
り
ん
、
窒
素
等
の
塩
類
の
総
称
。

6月定例会　代表質問3

　    

夜
型
観
光
の
推
進
は
。

問

　
　
知
事
食
生
活
の
改
善
に
向
け

た
﹁
一
日
３
食 

ま
ず
野
菜
！
﹂
運

動
や
、
か
が
わ
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
な
ど
を
通
じ
て
、
望
ま
し
い
食

習
慣
や
運
動
習
慣
の
実
践
を
促
す

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　
本
県
の
成
人
の
喫
煙
率
や
が
ん

検
診
の
受
診
率
は
改
善
傾
向
に
あ

る
が
、
計
画
の
数
値
目
標
と
は
ま

だ
乖
離
が
あ
り
、
本
県
で
平
成
28

年
に
新
た
に
が
ん
と
診
断
さ
れ
た

患
者
数
は
、
人
口
10
万
人
当
た
り

答
　    

が
ん
対
策
の
推
進
は
。

問

　
　
岡
部
警
察
本
部
長
高
齢
者
の

特
殊
詐
欺
に
対
す
る
抵
抗
力
を
高

め
る
観
点
か
ら
、
寸
劇
を
交
え
た

出
前
型
の
防
犯
教
室
や
、
ヤ
フ
ー

防
災
速
報
等
の
各
種
広
報
媒
体
を

活
用
し
た
情
報
配
信
等
に
よ
る
広

報
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
電
話
着
信
時
に
相
手
方
に
警
告

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
上
で
録
音

を
行
う
振
り
込
め
詐
欺
撃
退
装
置

の
普
及
促
進
に
よ
る
防
犯
環
境
の

整
備
も
推
進
し
て
い
る
。

　
犯
行
に
使
用
さ
れ
た
預
貯
金

口
座
の
凍
結
等
の
犯
行
ツ
ー
ル

の
無
力
化
な
ど
の
水
際
対
策
、
だ

ま
さ
れ
た
振
り
作
戦
な
ど
の
捜

査
を
迅
速
・
的
確
に
行
い
、
検
挙

に
よ
る
抑
止
等
に
努
め
た
結
果
、

高
齢
者
の
被
害
者
数
が
前
年
か

ら
半
減
す
る
な
ど
一
定
の
効
果

が
み
ら
れ
る
。

答
　    

悪
質
・
巧
妙
化
す
る
特
殊
詐

欺
へ
の
対
策
は
。

問

　
　
知
事
第
７
期
香
川
県
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
正
し

い
知
識
の
普
及
啓
発
を
は
じ
め
、

認
知
症
の
予
防
、
早
期
発
見
・
早
期

対
応
に
重
点
を
置
き
取
り
組
ん
で

い
る
。
５
月
に
は
、
運
転
免
許
更
新

時
等
に
認
知
症
の
お
そ
れ
が
あ
る

と
判
明
し
た
高
齢
者
に
つ
い
て
、

看
護
師
が
相
談
等
に
応
じ
、
各
市

町
に
よ
る
早
期
の
支
援
に
つ
な
げ

る
取
組
み
を
始
め
た
。

　
今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、

認
知
症
予
防
、
介
護
予
防
に
先
進

的
に
取
り
組
む
市
町
に
助
成
を
行

い
、
来
年
度
以
降
、
そ
の
成
果
を
他

の
市
町
に
横
展
開
を
図
る
。

　
国
で
予
定
さ
れ
て
い
る
、﹁
共
生
﹂

と
﹁
予
防
﹂
を
２
本
柱
と
す
る
新
た

な
施
策
の
大
綱
を
踏
ま
え
、
総
合
的

な
認
知
症
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

答
　    

認
知
症
対
策
の
推
進
は
。

問

り
、
本
年
10
月
に
は
善
通
寺
で
の

獅
子
舞
の
演
舞
、
11
月
に
は
琴
平

町
で
﹁
こ
ん
ぴ
ら
船
々
﹂
の
民
謡
踊

り
を
予
定
し
て
い
る
。

　
新
た
に
、
支
援
事
業
を
公
募
し

た
結
果
、
父
母
ヶ
浜
で
の
映
画
上

映
、
琴
平
町
等
で
の
夜
の
サ
ー
カ

ス
、
高
松
市
中
央
商
店
街
の
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
ナ
イ
ト
ラ
ウ
ン

ジ
、
塩
江
温
泉
郷
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
７
事
業
を
採
択
し
た
。

　
夜
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
の
夏
・
秋
会
期
に

あ
わ
せ
た
県
内
各
地
で
の
夜
型
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
る
。

県
公
式
観
光
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
の
多
様
な
媒
体
を
活
用
し
た
効

果
的
な
広
報
活
動
を
実
施
す
る
。

　
　
知
事
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
の
設
定
は
、調
査
対
象
と
な
っ
た

受
注
者
が
労
働
基
準
法
で
作
成
・
保

存
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
賃
金

台
帳
等
を
も
と
に
作
成
し
た
調
査

票
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る
。

　
調
査
票
の
記
載
内
容
は
、
対
象

工
事
の
発
注
者
で
あ
る
国
や
県
等

が
賃
金
台
帳
や
銀
行
の
振
込
領
収

書
な
ど
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

　
毎
年
、
建
設
業
界
の
団
体
に
対

し
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う

要
請
を
行
う
ほ
か
、
平
成
27
年
度

に
国
と
協
調
し
て
ポ
ス
タ
ー
を
活

用
し
た
啓
発
も
行
っ
て
き
た
。
引

き
続
き
、
技
能
労
働
者
へ
の
適
切

な
賃
金
水
準
の
確
保
に
向
け
た
周

知
等
に
取
り
組
む
。

答 問
　
　

建
設
労
働
者
の
賃
金
支
払
の

確
認
と
設
計
労
務
単
価
の
周
知
は
。

問
　
　

障
害
者
施
設
に
お
け
る
工
賃

向
上
対
策
は
。

　
　
知
事
障
害
者
施
設
に
、
新
分

野
進
出
、
販
路
拡
大
等
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
つ
専
門
家
の
派
遣
や
、
研

修
会
等
を
通
じ
た
先
進
事
例
の
紹

介
を
行
っ
て
い
る
。
共
同
受
注
窓

口
の
体
制
強
化
を
図
り
、
ま
ず
は

目
標
工
賃
を
達
成
で
き
る
よ
う
、

長
期
的
に
は
、
経
済
的
自
立
に
向

答

で
は
全
国
で
３
番
目
に
高
い
。

　
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
ま
と

め
た
﹁
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
新
12

か
条
﹂
や
本
県
の
が
ん
の
罹
患
状

況
な
ど
を
新
聞
紙
面
に
お
い
て
シ

リ
ー
ズ
で
分
か
り
や
す
く
紹
介
す

る
。
が
ん
予
防
の
啓
発
用
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
も
全
戸
配
布
す
る
。

　   

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
９

の
準
備
と
対
応
は
。

問　
　
知
事
夏
会
期
か
ら
、
高
松
港

周
辺
の
北
浜
で
本
県
の
産
品
に
焦

点
を
当
て
た
作
品
群
を
展
開
し
、

小
豆
島
や
男
木
島
、
大
島
で
も
新

規
作
品
を
公
開
す
る
。
秋
会
期
に

は
、中
・
西
讃
の
４
島
が
加
わ
り
、ア

ジ
ア
で
活
躍
す
る
作
家
を
中
心
に

新
た
な
作
品
を
展
開
す
る
。

　
伝
統
的
な
島
の
食
や
多
様
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
充
実
、
今
回
初

め
て
実
施
し
た
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ツ

ア
ー
の
強
化
を
図
り
、
来
場
者
に

幅
広
い
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
。

　
で
き
る
だ
け
会
期
全
体
を
通
し

て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
お
越
し
い
た
だ

け
る
よ
う
、
今
回
初
め
て
公
開
し

た
混
雑
予
想
カ
レ
ン
ダ
ー
の
周
知

に
努
め
、
来
場
日
程
を
検
討
し
て

い
た
だ
く
。
各
港
等
で
の
的
確
で

細
や
か
な
案
内
を
徹
底
し
た
い
。

答
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け
た
工
賃
を
目
指
せ
る
よ
う
努
力

す
る
。

　
障
害
者
施
設
等
か
ら
の
物
品
や

役
務
の
調
達
は
、
昨
年
度
実
績
の

約
２
倍
の
２
千
万
円
を
目
標
額
と

し
、
３
月
か
ら
事
業
主
が
障
害
者

の
雇
用
に
特
別
の
配
慮
を
し
て
い

る
特
例
子
会
社
を
随
意
契
約
の
相

手
方
に
認
定
す
る
。
発
注
可
能
と

考
え
ら
れ
る
業
務
を
改
め
て
各
部

局
に
働
き
か
け
る
な
ど
の
取
組
み

を
進
め
て
い
る
。

　
　
知
事
外
国
人
材
を
雇
用
す
る

事
業
所
が
手
続
き
等
を
わ
か
り
や

す
く
理
解
で
き
る
よ
う
、
新
た
に

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
配
布
す

る
ほ
か
、
外
国
人
材
の
適
正
な
雇

用
な
ど
を
説
明
す
る
講
演
会
を
開

催
す
る
。

　
外
国
人
住
民
と
日
本
人
住
民
が

集
い
、
ふ
れ
あ
う
場
を
提
供
す
る

た
め
、
国
際
フ
ェ
ス
タ
や
異
文
化

理
解
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

　
外
国
人
住
民
と
日
本
人
住
民
が

と
も
に
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
市
町
等
の
先
進
的

な
事
例
を
収
集
し
、他
の
市
町
等
へ

答 　
　
外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
受

け
入
れ
と
県
民
の
理
解
促
進
は
。

問

　
　
知
事
香
川
労
働
局
と
連
携

し
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
の
啓

発
に
努
め
て
い
る
。
新
た
に
、
働
き

方
改
革
関
連
法
の
内
容
に
つ
い
て

専
門
家
が
解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と

個
別
相
談
会
を
開
催
す
る
。

　
県
内
中
小
企
業
等
の
実
情
に
応

じ
て
支
援
を
行
う
働
き
方
改
革
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
。

か
が
わ
働
き
方
改
革
推
進
宣
言
制

度
を
昨
年
度
創
設
し
、
初
年
度
は

66
事
業
所
が
宣
言
し
た
。
そ
の
う

ち
、
社
内
労
働
環
境
の
整
備
な
ど
、

優
れ
た
取
組
み
を
行
う
企
業
等
に

経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

　
建
設
業
や
自
動
車
運
転
業
務
を

は
じ
め
、
県
内
中
小
企
業
の
人
材

の
養
成
や
確
保
な
ど
を
積
極
的
に

支
援
し
た
い
。

答 　
　
中
小
企
業
支
援
と
働
き
方
改

革
の
支
援
は
。

問

　
　
教
育
長
３
月
に
部
活
動
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
休
養
日
や

活
動
時
間
等
に
関
す
る
基
準
を
設

定
し
た
。
４
月
以
降
、
校
長
会
等
で

周
知
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
参

考
に
、
市
町
に
﹁
設
置
す
る
学
校
に

係
る
部
活
動
の
方
針
﹂
を
策
定
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。
７
市
町
が

策
定
し
、
他
の
市
町
も
年
内
か
年

度
内
に
策
定
予
定
で
あ
る
。

　
県
立
学
校
で
は
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
則
り
、﹁
部
活
動
に
係
る
活
動
方

針
﹂
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
10
校

の
高
校
が
策
定
済
み
で
、他
も
年
内

答 　
　
学
校
で
の
部
活
動
の
取
組
み
は
。

問

　
　
教
育
長
条
例
施
行
を
受
け

て
、
平
成
28
年
度
か
ら
県
内
全
て

の
高
校
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い

答 　
　
自
転
車
条
例
の
周
知
と
交
通

安
全
教
育
は
。

問

※
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妊
孕
︵
に
ん
よ
う
︶
性
＝
妊
娠
す
る
た
め
の
力
の
こ
と
。
妊
娠
す
る
た
め
に
は
卵
子
と
精
子
が
必
要
と
な
り
、
卵
巣
、
子
宮
、
精
巣
な
ど
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
が
ん
の
治
療
に
よ
り
生
殖
機
能
が
影
響
を
受
け
、
妊
娠
す
る
た
め
の
力
が
弱
ま
っ
た
り
、
失
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

障害者施設の利用者が農家で農作業をする農福連携

自民党議員会自由民主党議員会

斉藤 勝範 議員

答 問　
　
知
事
移
住
の
情
報
提
供
を
行

う
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
内
に
、
空
き

家
物
件
を
自
由
に
検
索
で
き
る

﹁
空
き
家
バ
ン
ク
﹂
を
設
置
す
る
ほ

か
、
戸
建
て
住
宅
に
限
っ
て
い
た

登
録
物
件
を
集
合
住
宅
に
も
拡
大

し
、
移
住
者
が
利
用
で
き
る
物
件

の
増
加
を
図
っ
て
い
る
。

　
昨
年
４
月
、不
動
産
関
係
団
体
と

連
携
し
、
移
住
希
望
者
の
住
ま
い

に
関
す
る
問
合
せ
に
対
応
す
る
総

合
相
談
窓
口
や
希
望
に
沿
っ
た
空

き
家
を
具
体
的
に
紹
介
す
る
﹁
住

ま
い
の
応
援
隊
﹂
を
設
置
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
県
建
築
士
会
に
よ

る
出
張
相
談
会
を
行
う
な
ど
、
登

　
　
空
き
家
の
利
活
用
に
よ
る
移

住
・
定
住
の
促
進
は
。

る
自
転
車
運
転
免
許
制
度
に
つ
い

て
テ
キ
ス
ト
の
改
訂
を
行
い
、条
例

の
基
本
理
念
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
わ

か
り
や
す
く
紹
介
し
た
。

　
小
・
中
学
校
で
は
、
警
察
と
連
携

し
た
交
通
安
全
教
室
や
全
校
集
会

等
で
自
転
車
利
用
者
の
遵
守
事
項

や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
な
ど
、
自

転
車
条
例
の
内
容
を
踏
ま
え
た
交

通
安
全
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　
小
・
中
・
高
校
の
交
通
安
全
教
育

担
当
教
員
を
対
象
と
し
た
講
習
会

で
は
、
県
警
察
の
講
師
に
よ
る
条

例
の
周
知
啓
発
を
行
い
、
各
学
校

に
お
け
る
自
転
車
の
交
通
安
全
に

関
す
る
指
導
の
充
実
を
図
っ
た
。

展
開
す
る
﹁
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
モ
デ
ル
事
業
﹂を
今
年
度

新
た
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
知
事
昨
年
度
、
88
の
農
業
者

か
ら
延
べ
２
３
９
件
の
申
込
み
が

あ
り
、
登
録
し
て
い
る
33
す
べ
て

の
障
害
者
施
設
が
農
作
業
を
受
託

し
た
。
延
べ
従
事
者
数
は
１
万
２

答 問
　
　

障
害
者
自
立
支
援
策
や
農
業

振
興
策
と
し
て
の
農
福
連
携
は
。

千
人
余
に
増
加
し
た
。

　
福
祉
分
野
で
は
、
工
賃
や
意
欲

の
向
上
な
ど
、
障
害
者
の
自
立
に

多
く
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
新
規
事
業
の
香
川
型
農
福
連

携
促
進
事
業
に
よ
り
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
増
員
し
、
共
同
受
注

窓
口
の
体
制
の
強
化
を
図
る
。

　
農
業
分
野
で
も
、
新
た
な
働
き

手
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
、
写

真
等
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
を
通
じ

て
、
よ
り
参
入
し
や
す
い
環
境
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

か
年
度
内
に
策
定
予
定
で
あ
る
。

　
部
活
動
指
導
員
は
、
今
年
度
、
中

学
校
で
は
昨
年
度
か
ら
８
名
増
え

て
13
名
を
配
置
ま
た
は
配
置
予

定
、
高
校
で
は
１
名
増
え
て
７
名

を
配
置
し
て
い
る
。
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こ
と
と
し
、
老
朽
度
が
高
く
、
早
急

に
改
修
が
必
要
な
た
め
池
１
４
０

か
所
を
全
面
改
修
す
る
。

　
耐
震
化
整
備
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
大
規
模
た
め
池
に
加
え
て
、
防

災
上
重
要
な
中
小
規
模
た
め
池
を

新
た
に
対
象
と
す
る
。
今
年
度
は
、

３
か
所
の
大
規
模
た
め
池
の
耐
震

補
強
工
事
の
早
期
完
了
に
向
け
て

取
り
組
む
と
と
も
に
、
中
小
規
模

た
め
池
で
は
、
耐
震
性
点
検
調
査

を
実
施
し
、
４
か
所
で
工
事
着
手

を
予
定
し
て
い
る
。

　
減
災
対
策
で
は
、
今
年
度
か
ら
、

再
選
定
し
た
防
災
重
点
た
め
池
の

浸
水
想
定
区
域
図
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
を
支
援
す
る
。

※
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待
機
児
童
対
策
協
議
会
＝
県
・
市
町
等
が
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
、
保
育
の
受
け
皿
の
整
備
、
保
育
人
材
の
確
保
、
保
育
人
材
の
資
質
の
向
上
及
び
保
育
施
設
の
広
域
利
用
な
ど
に
つ
い
て
協
議
す
る
場
。

　
　
知
事
老
朽
た
め
池
の
整
備
で

は
、
貯
水
量
５
万
㎥
未
満
の
中
規

模
た
め
池
を
重
点
的
に
整
備
す
る

　
　

た
め
池
の
防
災
対
策
は
。

問答

　
　
太
田
病
院
事
業
管
理
者
一

段
と
厳
し
い
経
営
環
境
に
な
る

時
期
に
重
責
を
担
う
こ
と
は
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。
大

学
病
院
や
中
央
病
院
で
の
経
営

経
験
を
活
か
し
、
県
立
三
病
院
の

医
療
機
能
の
一
層
の
充
実
を
図

り
つ
つ
、
収
益
の
確
保
や
費
用
の

適
正
化
、
投
資
の
平
準
化
な
ど
に

取
り
組
む
。

　
今
年
度
は
、
当
面
、
新
た
な
施
設

基
準
の
取
得
に
よ
る
診
療
報
酬
の

増
加
や
中
央
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病

　
　

県
立
病
院
の
経
営
改
善
は
。

問答

議
員
提
出
議
案

❶
Ｊ
Ｒ
四
国
の
経
営
安
定
化
に
関
す

　
る
意
見
書
案︵
可
決
︶

❷
四
国
へ
の
新
幹
線
導
入
を
求
め
る

　
意
見
書
案︵
可
決
︶

❸
豚
コ
レ
ラ
対
策
等
の
強
化
を
求
め

　
る
意
見
書
案︵
可
決
︶

●
意
見
書

請
願
・
陳
情

○
不
採
択
　
　
　 

　
　
　
　  

・
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め
る
意
見
書

  

の
提
出
に
つ
い
て

・
昨
年
度
と
同
様
、
知
事
の
海
外
友
好

  

自
治
体
訪
問
に
同
行
す
る
公
費
に
よ

  

る
議
会
代
表
は
議
長
︵
ま
た
は
代
理
︶

  

１
名
に
限
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ

  

と
に
つ
い
て

◆
審
査
件
数

２
件

議
会
各
会
派

◆
自
由
民
主
党
香
川
県
政
会

◆
リ
ベ
ラ
ル
香
川

◆
香
川
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
会

◆
香
川
県
議
会
公
明
党
議
員
会

◆
日
本
共
産
党
香
川
県
議
会
議
員
団

令
和
元
年
7
月
3
日
現
在

20
人

9
人

8
人

2
人

2
人

答　
　
知
事
昨
年
度
ま
で
に
約
12
％

の
賃
金
改
善
や
リ
ー
ダ
ー
的
役
割

を
担
う
職
員
に
対
す
る
月
額
４
万

円
の
加
算
を
行
い
、
今
年
度
か
ら

は
さ
ら
に
１
％
の
賃
金
改
善
を
実

施
す
る
。

　
保
育
士
の
質
の
確
保
・
向
上
で
は
、

新
た
に
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を

持
っ
た
認
定
こ
ど
も
園
等
の
職
員

の
保
育
士
資
格
の
取
得
を
支
援
す

る
。民
間
の
保
育
施
設
で
保
育
士
の

育
児
休
業
の
取
得
や
外
部
研
修
の

参
加
等
に
よ
り
、代
替
職
員
を
必
要

と
す
る
場
合
に
、民
間
派
遣
会
社
を

活
用
し
て
代
替
保
育
士
を
派
遣
す

る
事
業
を
開
始
し
た
。
約
30
施
設

か
ら
依
頼
や
問
合
せ
が
あ
り
、
７

月
か
ら
順
次
派
遣
を
開
始
す
る
。

　
　
知
事
３
月
に
開
催
さ
れ
た
第

4
回
懇
談
会
で
は
、
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

実
現
に
向
け
て
、
利
用
促
進
策
を

答 問　
　
四
国
に
お
け
る
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
あ
り
方
は
。

　
　
警
察
本
部
長
交
通
指
導
取
締

り
の
強
化
を
は
じ
め
、
交
通
安
全

教
育
や
交
通
事
故
が
起
き
に
く
い

交
通
環
境
の
整
備
等
を
推
進
し
て

き
た
。セ
ー
フ
テ
ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
高
齢
者
世
帯
訪
問
や
、
一

時
停
止
規
制
の
カ
ラ
ー
化
等
は
、

交
通
死
亡
事
故
抑
止
に
効
果
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
本
年
は
、
新
た
な
速
度
違
反
取

締
装
置
の
運
用
を
開
始
す
る
と
と

も
に
、
本
県
特
有
の
課
題
で
あ
る

壮
年
運
転
者
が
交
通
死
亡
事
故
の

加
害
者
と
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
こ

と
に
着
目
し
た
運
転
者
教
育
事
業

も
６
月
か
ら
開
始
し
て
い
る
。

　
残
さ
れ
た
課
題
等
に
も
適
切
に

対
応
す
る
こ
と
で
交
通
死
亡
事
故

を
１
件
で
も
減
少
さ
せ
る
。

答 問　
　
悲
惨
な
交
通
死
亡
事
故
を
減

ら
す
た
め
の
取
組
み
は
。

四国における鉄道ネットワークのあり方に関する懇談会Ⅱ

床
の
全
面
稼
働
な
ど
に
よ
る
収
益

の
確
保
に
努
め
る
。

　
中
央
病
院
附
属
保
育
所
の
運

営
を
民
間
事
業
者
に
委
託
し
て

定
員
増
を
図
る
こ
と
に
よ
る
職

員
の
早
期
の
職
場
復
帰
な
ど
人

材
不
足
へ
の
対
応
や
、
タ
イ
ム

カ
ー
ド
の
導
入
な
ど
働
き
方
改

革
へ
の
対
応
に
も
取
り
組
む
。

中
心
に
議
論
の
項
目
を
整
理
し
た

う
え
で
県
別
懇
談
会
に
つ
な
げ
て

い
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
や
、
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
に
は
四
国

の
新
幹
線
の
早
期
実
現
が
不
可
欠

で
あ
る
と
申
し
上
げ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
で
は
、
具
体
的
な
経

営
努
力
や
国
の
役
割
等
を
明
確

化
す
る
必
要
が
あ
り
、
新
幹
線
を

含
め
た
鉄
道
の
役
割
は
非
常
に

大
き
く
、
国
に
は
地
方
創
生
を
進

め
る
軸
に
位
置
づ
け
て
ほ
し
い
。

　
今
後
は
、
懇
談
会
で
の
中
間
整

理
後
、
そ
の
方
向
性
に
沿
っ
て
県

別
懇
談
会
で
議
論
を
進
め
た
い
。

議会インターネット中継実施中！！

【香川県議会インターネット中継アドレス】

https://smart.discussvision.net/
　  smart/tenant/pref_kagawa/
　  WebView/rd/council.html

香川県議会ホームページ

で公開されている本会議

や委員会の生中継や録画

配信が、スマートフォンや

タブレットでも視聴できる

ようになりました。

録
物
件
の
充
実
を
図
り
、
多
様
化

す
る
移
住
者
の
住
ま
い
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
。

問　
　
待
機
児
童
対
策
、
保
育
の
質

の
確
保
・
向
上
の
取
組
み
は
。
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6月 定例会 一 般
（
要
旨
）

質 問 6月28日

本県産業の発展に向けた事業者支援は。問

答「かがわＡＩゼミナール」の開催によ

る企業等の人材育成や、「ワークサポー

トかがわ」での人材確保支援のほか、

事業承継に関する課題の解決に向け

たきめ細かな支援に加え、産業技術総

合研究所と連携して実施する先進的な

研究開発を助成するなど、研究開発力

の強化を重点的に支援している。

四国の鉄道ネットワークのあり方は。問

答 6月18日に、「ＪＲ四国の取組に関す

る意見交換会」を県主催で開催し、各

市町や交通事業者において、ＪＲ四国

の現状等への理解を深めた。今後、「四

国における鉄道ネットワークのあり方

に関する懇談会Ⅱ」で示される方向性

に沿って、利用促進策や利便性向上策

を中心に議論を進める。

安全・安心で他県からも頼られる

防災・減災対策は。

県や市町のＢＣＰ（          　 ）の策

定や施設の耐震化等を進めるほか、中小

企業のＢＣＰ策定等に補助制度を新たに

創設した。大規模災害発生時の広域応援

に関する協定や、相互応援県を定める

カウンターパート制の導入など、広域的

な応援・受援の枠組みを構築している。

問

答

高松空港民営化の評価と上海線及

び香港線のデイリー化に向けた戦略は。

民営化後、待合室の拡張や駐車場

の一部立体化、ソウル線・台北線のデ

イリー化の実現など、空港活性化に向

けた取組みが進んでいる。上海線及び

香港線は利用が好調であり、ＳＮＳを

活用したプロモーション活動や四国を

中心とした広域集客などで一層の利

用促進を図り、増便に向けて引き続き

取り組む。

問

答

自民党県政会

佐伯 明浩
議員議員

リベラル香川

木村 篤史
議員

※
５ 

高
齢
者
Ａ
Ｓ
Ｖ
補
助
＝
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
抑
止
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
を
対
象
に
、
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
等
の
予
防
安
全
装
置
が
装
備
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｖ
︵
先
進
安
全
自
動
車
︶
の
購
入
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
。

※
６ 

ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
＝
歴
史
的
建
造
物
な
ど
特
別
感
や
地
域
特
性
を
演
出
で
き
る
場
所
。

自民党議員会

松本 公継
議員議員

公明党議員会自民党県政会

都築 信行高木 英一
議員

小規模な鉄道駅のトイレ環境の整備は。

国の制度を活用し、事業者等が実

施する駅トイレ整備等の支援を行って

きた。外国人観光客の利用が多い交通

施設等のトイレ洋式化経費に対する助

成を国の補助に上乗せして実施するほ

か、1日の乗降客数が3千人未満の鉄道

駅の多機能トイレの整備を県単独で

支援している。

問

答

マイナンバーカードの普及と利活

用促進は。

７月16日から、クレジットカードのポ

イント等を「香川県ポイント」に交換し、

オンライン販売サイトで本県の特産品を

購入できるようにするほか、市町に対し

て、交付申請機会の拡大や、マイナン

バーカードを活用した消費活性化策の

実施の検討を働きかける。

問

答

ユニークべニュー（          　 ）活用

の実績と今後の取組みは。

昨年の旧金毘羅大芝居等を活用した

夜型イベントでは、延べ約2，200名の来

場者があり、観光客の誘致につながった。

今年は、香川らしい魅力ある特別な場所

を紹介する映像を制作し、ＭＩＣＥの会

場としての活用を促進するほか、県公式

観光サイトなどでのＰＲに努めている。

問

答

高松自動車道とさぬき東街道の全

線４車線化の整備効果を踏まえ、市町

や地域住民等と連携し、新たな観光資

源の掘り起こしや情報発信に努めてい

る。今年は、夜型の観光コンテンツの

造成を支援するほか、天然記念物であ

るランプロファイア岩脈などを活用し

た動画を作成し、そのＰＲに取り組む。

高松東部・東讃地域の活性化の取

組みは。

問

答

トップアスリート育成の取組みは。

小学生は基礎的運動能力を高める指

導を、中学生は今年度から県代表クラス

の選手を選抜し、専門的指導を行う。優

れた指導者のノウハウの継承など若手

指導者の資質向上に努め、中長期的な

視点で指導を行うほか、部活動の指導

者が、各選手の成長の差異に目を配り、

適切な指導ができるよう研修している。

問

答

誇りや愛着を持てる歴史教育は。

中学校の歴史では、ユダヤ人難民に

ビザを発給して約６千人を救済した杉

原千畝など国際的に評価されている人

物を学んでいる。ふるさと教育では、郷

土の先人の願いや工夫、努力によって地

域産業が発展したことや人々の生活が

向上したことを調べるほか、郷土の歴史

を知り、その発展に尽くした人物の業績

や生き方に触れる学習を行っている。

問

答

就学前教育の充実は。

幼児教育に関する豊富な知識や経

験を有するスーパーバイザーを、２名か

ら６名に増員し、指導方法等の助言を

行うほか、幼稚園や保育所が互いの教

育・保育の理解を深めるよう研修の一

元化を進める。今年度は、来年度からの

幼稚園、保育所、認定こども園における

取組みの指針となる「香川県就学前教

育振興指針（仮称）」を策定する。

問

答

交通安全に係るハード面、ソフト面

の取組みは。

県管理道路の主要な交差点約800

か所の緊急点検を実施している。今

後、園児らが日常的に集団で移動する

経路の緊急安全点検も実施し、点検

結果を踏まえ効果的な安全対策を検

討する。ソフト面では、新聞やテレビな

ど様々な広報媒体を活用し、あらゆる

機会を通じて交通事故防止の啓発を

行う。

問

答

東讃地域の医師不足解消の取組みは。

医師等への分べん手当等支給経費

の一部を助成するほか、修学資金を貸

与した医師を医師不足地域に重点配置

することとし、東讃ではさぬき市民病院

と白鳥病院に各2名を配置している。今

年度は、医療機関に対する指導医養成

経費の支援や、一定期間県内で勤務す

れば返還を免除する専攻医を対象とし

た研修資金の貸付制度を新設した。

問

答

豊かな海づくりに向けた取組みは。

国が行う栄養塩類（          　 ）の実

態調査や水産資源に与える影響に関す

る研究等の状況について情報収集し、

関係府県市との情報交換に努め、公共

用水域の水質監視や、藻場・干潟の創

造・再生・保全など、豊かな海づくりに

向けて積極的に取り組む。

問

答

首都圏での県産品の販売促進等

の取組みは。

７月31日に、東京でバイヤーなどを招

いて「さぬきうまいもん祭り」を開催する

ほか、全国展開するホテル事業者と新規

に連携してレストランフェアを実施する

など、県産食材の情報発信や販路拡大

を図る。伝統的工芸品等は、新たに、東

京で若者に人気のセレクトショップで工

芸品フェアを開催する。

問

答

県民の防災意識の向上の取組みは。

新たに、小学生用防災教育副読本

を改訂し、各家族で災害や防災につい

て話し合ってもらう、防災教育と連携し

た家庭向け普及啓発に取り組むほか、

避難行動を正しく理解するポイントを

まとめたリーフレットを作成し、全戸配

付する。大規模地震に備え、家具類転

倒防止対策促進事業にも取り組む。

問

答

食品ロス削減に向けた取組みは。

外食産業や食品関連事業者等に食

品廃棄物の削減や再生利用を啓発する

ほか、家庭での食品ロス削減に資する

生活習慣を「環境に賢い、身体に賢い、

家計に賢いスマート・フードライフ」と名

づけ、ショッピングセンターでの周知や

料理教室での普及啓発を図っている。

今後、国の動向を注視しながら「食品ロ

ス削減推進計画」の策定を検討する。

問

答

ひきこもり支援の取組みは。

本県の実態調査では、ひきこもりの

長期化・高年齢化の傾向などがみられた

ことから対策が必要であり、今年度は、

ひきこもりサポーターの養成講座を開催

し支援人材を育成するほか、家族向けの

パンフレットを作成し啓発を行う。調査

で得られたニーズや課題、国の新しい施

策の検討状況も注視し対策を進める。

問

答

保育所等のＩＣＴ化の推進と待機児童

対策協議会（          　 ）の設置の検討は。

保育士業務の軽減のためのＩＣＴ化

の推進は、保育現場の意見や他県の事

例も参考に支援の必要性を検討した

い。他県で評価されている待機児童対

策協議会の設置は、待機児童が発生し

ている高松市、丸亀市、坂出市の３市を

はじめ各市町の意見を聞き検討する。

問

答

高齢運転者の交通事故防止のた

めの安全な車の普及の取組みは。

高齢者ＡＳＶ補助（          　）を全国

に先駆けて平成28年度から実施してお

り、今年度は運転状況を自動診断する車

載器を活用した高齢者向けの安全講習

会を新たに開催する。高齢者が運転する

車両への安全運転支援装置の取り付け

は、安全性等も含め更に調査・研究のう

え、普及啓発を検討する必要がある。

問

答

議員

自民党県政会

松原 哲也

人口の社会増に向けた取組みは。

今年度、実際の移住者が主人公の漫

画を制作し情報発信を行うほか、東京

圏から県内企業への就職者を助成する

とともに、7月28日に、東京で県内企業と

のマッチングフェアを開催する。県内大

学等の特色など進路指導や進路選択に

役立つ情報を集約したガイドを作成し、

県内大学等の魅力づくりも支援する。

問

答

外国人介護人材の受入れ支援は。

今年度新たに介護福祉士資格取得

を目指す留学生を奨学金等で支援し、

資格取得後、介護職として雇用しようと

する介護施設等が要する経費や、介護

のコミュニケーション技術、日本語の修

得向上等の集合研修に係る経費を助成

するほか、事業所向けの講演会にあわ

せて介護分野のセミナーも開催する。

問

答

学校での専門家活用・資質向上は。

資質向上のため、児童虐待や性被

害、ゲーム依存等、困難な事案への対

応を協議する連絡協議会の開催や、月

例研修会で情報交換・事例検討を行っ

ているほか、学校支援アドバイザーや

大学教授が指導・助言する体制も整え

ている。活用については、市町から要望

が多いため、6月7日に、国に常勤配置

や拡充のための財政措置を要望した。

問

答

不妊対策等の推進は。

男性の不妊治療への助成を今年度

から増額したほか、いわゆる不育症に悩

む夫婦を支援するため、県独自に、昨年

度から治療費助成を行っている。医師

や看護師、心理カウンセラー等による

相談体制の充実に加えて、今年度から、

子どもを望むがん等の患者が妊孕性

（          　 ）を温存する治療に要する

費用の一部を助成する制度を開始した。

問

答

※1 2ページ
右欄外参照

※3 4ページ
右欄外参照

※2 3ページ
左欄外参照

※4 5ページ
左欄外参照

※6 7ページ
左欄外参照

※5 6ページ
右欄外参照
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自民党議員会

山田 正芳
議員議員

日本共産党議員団

樫 　昭二

※
９ 

Ｇ
Ａ
Ｐ
＝
農
業
に
お
い
て
、
食
品
安
全
、
環
境
保
全
、
労
働
安
全
等
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
の
生
産
工
程
管
理
の
取
組
の
こ
と
。　

※
10 

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
＝
農
産
物
等
の
生
鮮
品
等
の
鮮
度
維
持
を
目
的
と
し
た
低
温
管
理
物
流
。　

消費税の税率引上げに対する所見は。

人口減少・少子高齢化が進む中で、

諸課題に対応するためにバランスのと

れた安定した税収入の確保、成長の好

循環による税収の拡大を図ることが重

要であり、消費税の税率引上げは、現

在の国と地方の危機的財政状況、社会

保障の充実等の観点から、避けて通れ

ないものと考えている。

高すぎる国民健康保険料への対応は。

国民健康保険財政における公的負

担については、平成27年２月に国と地

方間で合意した3，400億円拡充する

財政支援を、今後も国の責任で確実に

実施することを国に求めている。骨太

の方針2019で示された、交付金配分の

評価点数の見直しが、財政面でのイン

センティブが働く仕組みとなるよう国

に申し入れたい。

公正な教科書採択の取組みは。

教科書採択については、文部科学

省通知において、外部からのあらゆる

働きかけに左右されることなく、採択

権者の判断と責任において、公正かつ

適正に行うこととされており、各市町

教育委員会に対しても、この通知の趣

旨の徹底を周知している。今後とも、透

明性にも留意しながら、公正かつ適正

な教科書採択に務めていく。

原子力発電所の稼働の是非は、新規

制基準に基づき、原子力規制委員会等

の専門家による徹底的な安全性の検証

等がなされ、安全性を最優先として、基

本的には国の責任で判断されるべきで

ある。日米地位協定は、昨年８月に全

国知事会として、日米両政府に対して、

抜本的な見直しをするよう提言した。

問問

答答

問問

答答

問問

答答

原発ゼロと日米地位協定への所見は。問問

答答答答

四国の新幹線誘致活動の取組状

況と今後の展望は。

四国地域において新幹線の整備を図

ることは経済活性化や災害耐力の向上、

在来線の維持確保の観点からも極めて

重要である。瀬戸大橋は、既に新幹線規

格で整備されているが、現状ではその機

能が十分に活用されているとは言えな

い。四国の新幹線実現に向けては県民の

理解が不可欠であり、これまで四国４県

や経済界などで連携し、パンフレット作

成やシンポジウムを開催するととともに、

本県単独でも勉強会やシンポジウムを開

催し、機運の醸成に努めてきたほか、国

等に対する要望活動を展開してきた。

　２月に開催したシンポジウムでは、私自

身がパネリストとして参加し、瀬戸大橋

を活用した四国の新幹線の必要性や有

効性を訴えた。３月に開催された「四国に

おける鉄道ネットワークのあり方に関す

る懇談会Ⅱ」においては、新幹線導入が

持続可能な公共交通ネットワークの構築

のために不可欠であることを申し上げた。

６月には、重点要望として国に対し、一日

も早い整備計画格上げに向けた調査に

取り組むよう要望してきた。８月には、四

国各県や経済界などで構成する「四国新

幹線整備促進期成会」において、「四国の

新幹線東京大会」を開催し、機運の醸成

に努めるとともに、四国各県や経済界と

連携し、国等に対して要望活動を行う。

　今後、より一層県民に四国の新幹線

の必要性やその効果などを理解いた

だくため、勉強会やシンポジウムなど

の開催を通じて四国の新幹線の開業

効果や四国地域の将来イメージについ

て強く訴えかけていく。国政の動きを

一歩でも前進、拡大していけるよう、

「四国新幹線整備促進期成会」を中心

に四国の新幹線の早期実現に向けて

一層積極的に取り組んでいく。

問問

答答

自民党県政会

谷久 浩一
議員

自動運転社会の到来に向けた取組みは。

関係機関と連携して、ワーキンググ

ループを設置し、国内外における技術開

発の動向など意見交換を行った。国にお

ける制度面の整備等について情報収集・

情報共有を図り、自動運転により解決を

図りうる社会課題や本県での実証実験

の実施の可能性を探るなど自動運転社

会に立ち遅れないよう着実に取り組む。

災害発生時の連絡及び情報収集は。

県災害対策本部と各市町等との間

で、日頃から相互の連絡体制を確認

し、通信機器の導通訓練を定期的に

行っている。私が各市町長との間で直

接情報共有や意見交換ができるよう

ホットラインを構築した。通常の連絡

手段が使用不可能となった場合に備え

て、県庁と各市町等を結ぶ防災行政無

線を有線回線と衛星回線の２系統で整

備している。

小豆島島鱧の販路拡大等の取組みは。

引き続き、シーフードショーなどへ

の出展を支援する。四海漁業協同組合

が県の６次産業化の事業などを活用

し、切り身やミンチなどの加工商品の

開発・販売を進めており、県では、商品

のＰＲ活動の経費を助成するほか、

フェイスブックやブログで情報発信を

行っている。

問問

答答

問問

答答

問問

答答

日本遺産の活用に向けた取組みは。

「石の島」としての地域資源を、今回

認定された石切りの歴史や生活文化な

どを含めたストーリーとして発信するた

め、関係自治体や商工・観光などの団

体等で構成する協議会を設立し、日本

遺産サミットへの出展等の魅力発信や

多言語対応特設サイト等の観光拠点

整備に取り組むことを申し合わせた。

問問

答答

86月定例会　一般質問

（
要
旨
）

質 問 7月1日

※
７ 

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
＝
民
間
団
体
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
を
受
け
た
被
害
者
が
緊
急
一
時
的
に
避
難
で
き
る
施
設
。
被
害
者
の
一
時
保
護
や
相
談
へ
の
対
応
、
自
立
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
な
ど
様
々
な
援
助
を
行
っ
て
い
る
。　

※
８ 

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
＝
ア
ミ
ノ
酸
系
除
草
剤
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
。

自民党県政会

岡野 朱里子
議員議員

リベラル香川自民党県政会

米田 晴彦白川 和幸
議員

不妊治療と仕事の両立の取組みは。

両立の取組みが、柔軟な働き方や、働

きやすい環境整備などに取り組む企業

等を表彰する制度の対象であることを明

確にしたい。企業に対する助成制度は、

優れた取組みに要する経費の一部を助

成しており、テレワークの導入など不妊

治療を行う従業員が働きやすい環境づ

くりにも活用できることを啓発していく。

ＤＶ被害者への支援の取組みは。

民間シェルター（          　 ）への財

政的支援と連携強化は、運営者の意見

等も聞くほか、先進的な取組みの情報

を収集し、検討する。被害者の自立等

に向けた支援は、必要に応じて精神保

健福祉センターや精神科医などとも連

携し取組みの充実を図り、加害者に対

する指導は、国の動向を注視しながら

効果的な実施方法等を研究していく。

子どもの一時保護のあり方は。

一時保護所は、高松に１か所設置し

ているが、西部子ども相談センターが

保護を行う場合は、訪問での児童の状

況確認のほか電話やテレビ会議を活用

し職員と情報共有や連絡調整をしてい

る。中・西讃地域での一時保護所整備

は、経費や職員確保等の課題もあり、

他県の状況等を調査し関係者の意見

を聞きながら、早期に結論を出したい。

グリホサート（          　 ）を含む農

薬の使用状況は。

オリーブ園地で除草剤として使用さ

れているが、農業試験場小豆オリーブ研

究所が実施した残留農薬検査の結果で

は、国の残留基準値の１０分の１以下の

数値であった。県の公共施設でも使用事

例はあるが、国の通知等に基づき適切に

対応するよう、周知を図っており、農薬

の使用指針の策定については、他県の

状況等について情報収集に努める。

主権者教育の学校での取組みは。

中学校や高校では、課題解決に向

けて主体的に考え、行動できる資質・

能力の育成が重要であり、自分の生活

に関わる課題について、現地調査を行

うなど生徒自ら探求する学習を一層重

視していく。生徒会活動では、すべての

生徒が当事者意識を持ち、議論を通し

て合意形成を行うよう、主権者教育を

意識した指導をより一層進める。

理容業の振興に係る県の役割は。

理容師の養成は、理容業の振興の

ために不可欠であることから、今後、県

理容生活衛生同業組合など、業界の意

見を聞きながら、養成施設がない他県

における取組み等も参考に、どのよう

な対応が必要か検討していく。

県職員の自治意識の醸成は。

「人材育成方針」において、求められ

る職員像として「明日の香川づくりに情

熱を持ち、県民本位で行動するプロ

フェッショナルな職員」を掲げ、政策立

案や意識改革の研修を行うなど人材育

成に努めている。職員による政策立案の

過程で、国に対し制度の創設等を求め

る必要がある場合は、政策提案や要望

を行っている。

ＧＡＰ（          　 ）認証取得の推進

とコールドチェーンへの取組状況は。

ＧＡＰの認証取得を推進するため、

農業改良普及センターに今年度もさらに

指導員を増員して指導体制を充実する

など、認証取得の推進に努める。コール

ドチェーン（          　 ）については、県内

の青ネギ産地で出荷前の予冷処理の徹

底に取り組むなど、今後とも、鮮度保持

技術の実証・普及に積極的に取り組む。

問問

答答

問問

答答

問問

答答

問問

答答

問問

答答

児童虐待防止対策の取組みは。

法改正を踏まえ、対策を一層強化す

る必要がある。今年４月に児童相談所の

人員面での体制を強化し、職員の専門

性向上を目的に、介入的な対応の研修

等も新たに実施する。虐待をした保護者

への再発防止の指導が努力義務とされ

たことを踏まえ、民間団体のプログラム

等を参考に、その取組みを充実させる。

問問

答答

問問

答答

国内外のリーダーとして活躍できる

資質・能力を育成する高校をはじめ、

海外との交流を積極的に進める高校な

ど、他県の先進事例も参考に、生徒の

多様な学びのニーズに対応するための

環境整備や、各高校の特色化・魅力化

の方策等を検討し、県立高校全体の教

育力の向上を目指す。

県立高校の魅力づくりによる教育

力の向上の取組みは。

問問

答答

中小企業の事業承継の促進は。

国においても、今年度から、個人版

事業承継税制を創設するなど、集中的

に取り組んでおり、国の「プッシュ型事

業承継支援高度化事業」の地域事務局

である、かがわ産業支援財団をはじ

め、商工会等の支援機関と連携して、

各段階に応じて、税理士など専門家に

よるきめ細かな支援に努める。

問問

答答

８０５０問題（          　   ）への対応は。

本県の実態調査で、ひきこもりの状

態にある50歳代以上の方の46．1パーセ

ントが親と同居しているなど、8050問

題に直面している家族も相当数いると

推測できるため、支援を行う人材を育成

するほか、当事者への接し方などを記載

した家族向けのパンフレットを作成し啓

発を行うなど、支援体制を充実させる。

問問

答答

問問

答答

問問

答答

※7 8ページ
右欄外参照

※8 8ページ
右欄外参照

※9 9ページ
左欄外参照

※10 9ページ
左欄外参照

※11 10ページ
右欄外参照



県
立
高
校
の
あ
り
方
を
示
す

次
期
計
画

常任委員会だより

　
そ
の
ほ
か
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
導
入
検
討
、
香
川
県
健

や
か
子
ど
も
支
援
計
画
の
策

定
、
認
知
症
の
方
の
受
け
入

れ
体
制
、
障
害
者
の
社
会
参

加
、
医
師
不
足
問
題
、
児
童
虐

待
防
止
法
の
改
正
、
県
立
病

院
の
平
成
30
年
度
決
算
見
込

み
、
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
予

防
、
公
立
夜
間
中
学
校
の
設

置
、
英
語
教
育
の
推
進
、
高
校

生
の
留
学
、
新
県
立
体
育
館

の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
た
だ

し
ま
し
た
。

住
宅
宿
泊
事
業

　
そ
の
ほ
か
、
先
端
技
術
を

活
用
し
た
産
業
の
振
興
、
中

小
企
業
の
事
業
承
継
の
促

進
、
希
少
糖
の
販
路
拡
大
、
商

店
街
の
活
性
化
、
観
光
地
づ

く
り
の
体
制
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
等
を
契
機
と
し

た
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
、

小
規
模
た
め
池
防
災
対
策
特

別
事
業
、
地
域
特
産
品
へ
の

支
援
、
花
き
振
興
、
農
業
法
人

の
確
保
・
育
成
、
有
害
鳥
獣
被

害
の
防
止
な
ど
に
つ
い
て
た

だ
し
ま
し
た
。

策
定
の
考
え
方
は
。

東
か
が
わ
・
さ
ぬ
き
地
域
の

県
立
高
校
は
、
現
在
の
4
校
の
ま

ま
で
は
10
年
後
に
1
校
当
た
り
の

小
規
模
化
が
進
み
、
設
置
科
目
の

減
少
や
専
門
学
科
の
特
色
が
薄

れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
懇
談
会
で
の

意
見
な
ど
も
踏
ま
え
、
統
合
を
中

心
と
し
た
再
編
整
備
を
考
え
て

い
き
た
い
。

　
全
国
か
ら
の
生
徒
募
集
の
実

施
は
、
そ
の
高
校
に
、
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
だ
け
の
魅
力
づ
く

り
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
他
の
条
件
面
と
し
て
地
元
の
市

町
の
協
力
に
よ
る
生
徒
の
受
け
入

れ
体
制
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
こ

れ
ら
が
整
っ
た
高
校
か
ら
順
次
募

集
を
開
始
し
て
い
き
た
い
。

　
中
高
一
貫
教
育
校
は
、
高
松
北

中
学
校
へ
は
県
西
部
か
ら
の
通
学

が
困
難
な
こ
と
や
、
毎
年
一
定
数

の
生
徒
が
県
外
の
私
立
中
高
一
貫

校
へ
進
学
し
て
い
る
こ
と
、
高
瀬

の
ぞ
み
が
丘
中
学
校
の
反
省
な
ど

も
踏
ま
え
、
中
讃
地
域
で
の
設
置

を
検
討
し
、
多
様
な
学
び
の
充
実

を
図
り
た
い
。
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問

問答

県
産
オ
リ
ー
ブ
関
連
商
品
の

認
証
制
度

内
容
と
今
後
の
Ｐ
Ｒ
は
。

認

証

の

対

象

は
、
県

産

オ

リ
ー
ブ
の
み
を
直
接
的
、間
接
的
に

使
用
し
た
農
林
水
産
物
や
加
工
食

品
な
ど
一
般
消
費
者
向
け
の
商
品

で
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や
県
が
開

発
・
ブ
ラ
ン
ド
化
に
関
わ
っ
た
畜
水

産
物
な
ど
は
対
象
外
と
し
た
い
。

今
後
は
、
７
月
１
日
か
ら
商
品
を

募
集
し
、
９
月
中
旬
に
１
回
目
の

認
証
商
品
を
、
そ
の
後
11
月
か
ら

再
度
募
集
を
行
い
、１
月
に
２
回

目
の
認
証
商
品
を
決
定
し
た
い
。

　
ま
ず
は
、
本
制
度
の
周
知
が
必

要
で
あ
り
、
商
品
の
募
集
に
当
た
っ

て
は
、
か
が
わ
県
産
品
振
興
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
県
の
広
報
誌

に
掲
載
す
る
ほ
か
、
事
業
者
が
集

ま
る
会
議
の
場
な
ど
で
周
知
を
行

う
。
ま
た
、
認
証
し
た
関
連
商
品
は

機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
、
栗
林
庵
や
旬
彩
館
で
フ
ェ
ア

を
開
催
す
る
ほ
か
、
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
て
情
報
発
信
を
行
い
、
オ

リ
ー
ブ
が
本
県
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品

で
あ
る
こ
と
の
認
知
度
向
上
に
取

り
組
む
。

問答

※
12 

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
＝
個
人
等
が
保
有
す
る
活
用
可
能
な
遊
休
資
産
等
︵
資
産
︵
空
間
、
モ
ノ
、
カ
ネ
等
︶
や
能
力
︵
ス
キ
ル
、
知
識
等
︶
︶
を
他
の
個
人
等
も
利
用
可
能
と
す
る
経
済
活
動
。

運
営
委
託
は
、
入
所
希
望
、

保
育
時
間
の
延
長
や
夜
間
保
育
の

実
施
な
ど
の
要
望
に
応
え
る
た
め

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
も

の
で
、
定
員
の
増
員
や
夜
間
保
育

の
実
施
な
ど
を
要
件
に
公
募
を
実

施
し
、
受
託
業
者
を
選
定
し
た
。

　
現
在
、
受
託
業
者
が
保
護
者
説

明
会
を
開
催
す
る
な
ど
７
月
か
ら

の
保
育
業
務
開
始
に
支
障
が
出
な

い
よ
う
進
め
て
い
る
。
今
後
と
も
、

人
材
確
保
等
に
つ
な
が
る
保
育

所
充
実
に
向
け
た
委
託
の
状
況
は
。

県
立
中
央
病
院
の
院
内
保
育
所

受
託
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
保

育
所
機
能
の
充
実
と
円
滑
な
移
行

に
努
め
る
。

問答

県立中央病院の院内保育所

■
経
済
委
員
会

■
文
教
厚
生
委
員
会

県
民
の
購
買
意
欲
喚
起
と
消

費
拡
大
を
図
る
た
め
、
新
た
に
﹁
か

が
わ
﹁
旬
の
イ
チ
オ
シ
﹂
農
産
物

フ
ェ
ア
﹂
を
開
催
し
、
試
食
宣
伝
や

野
菜
ソ
ム
リ
エ
ら
に
よ
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
展
開
す
る
。

　
他
産
地
と
の
差
別
化
に
向
け
て

は
、
一
層
鮮
度
が
保
持
で
き
る
出
荷

体
制
構
築
に
向
け
た
流
通
試
験
と
そ

の
普
及
に
取
り
組
む
ほ
か
、
販
売
面

で
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
﹁
さ
ぬ
き
の

め
ざ
め
﹂
の
特
長
を
生
か
し
た
セ
ミ

県
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
他
産

地
と
の
差
別
化
を
図
る
取
組
み
は
。

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

かがわ「旬のイチオシ」農産物フェアキックオフイベント

ロ
ン
グ
サ
イ
ズ
の
出
荷
規
格
で
の
試

験
販
売
や
東
京
の
果
実
専
門
店
と

連
携
し
た
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
取
り
組
む
。

問答

常
任
委
員
会
だ
よ
り

10常任委員会だより

　
そ
の
ほ
か
、
財
政
運
営
、
大

学
生
等
奨
学
金
、
人
口
減
少

対
策
、
投
票
率
の
向
上
、
働
き

方
改
革
の
推
進
、
自
家
発
電

設
備
、
旧
中
央
病
院
跡
地
の

利
活
用
、
性
的
少
数
者
へ
の

支
援
、
避
難
勧
告
等
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
防
災
力

の
強
化
、
犯
罪
被
害
者
等
の

支
援
、
交
通
事
故
抑
止
に
向

け
た
取
組
み
、
地
域
の
交
通

安
全
対
策
、
交
通
安
全
施
設

の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
た
だ

し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
里
山
保
全
対
策
、

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
、

県
産
木
材
の
供
給
お
よ
び
利
用

の
促
進
、
循
環
型
社
会
の
形
成
、

地
球
温
暖
化
対
策
、災
害
廃
棄
物

処
理
広
域
訓
練
事
業
、交
通
安
全

対
策
、ダ
ム
操
作
に
関
わ
る
有
効

な
情
報
提
供
、建
設
業
の
担
い
手

の
確
保
・
育
成
、河
川
の
維
持
・
管

理
・
改
修
、
民
間
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
支
援
事
業
、下
水
道
事
業
へ

の
公
営
企
業
会
計
の
適
用
、工
事

現
場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
な

ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。

空
き
家
対
策

有
害
鳥
獣
対
策

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
実
績
と

市
街
地
対
策
は
。

芸
術
祭
の
認
知
度
向
上
や
天

候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

好
調
な
滑
り
出
し
だ
っ
た
が
、土
日

や
祝
日
に
来
場
が
集
中
す
る
傾
向

が
あ
っ
た
た
め
、今
回
初
め
て
混
雑

予
想
カ
レ
ン
ダ
ー
を
公
開
し
た
。

　
今
後
、
来
場
者
に
暑
さ
へ
の
備

え
に
つ
い
て
事
前
の
注
意
喚
起
を

行
う
。
各
港
の
案
内
所
に
コ
ー
ル

ド
ス
プ
レ
ー
や
水
な
ど
を
配
備
す

る
ほ
か
、
案
内
所
本
部
に
は
看
護

春
会
期
の
総
括
と
課
題
、
夏

会
期
に
向
け
た
暑
さ
対
策
は
。

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
９

瀬戸内国際芸術祭で賑わう男木港の様子

師
資
格
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐

し
、
緊
急
時
に
医
療
機
関
に
引
継

ぐ
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

昨
年
度
の
捕
獲
頭
数
は
、
狩

猟
に
よ
る
も
の
と
、
市
町
及
び
県

が
捕
獲
し
た
も
の
の
合
計
で
１
１

７
６
６
頭
と
な
り
、
４
年
連
続
で

１
万
頭
を
超
え
た
。
ま
た
、
市
街
地

に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
の
出
没
状
況

は
１
５
２
件
で
、
29
年
度
か
ら
64

件
減
少
し
た
が
、
人
身
被
害
が
３

件
発
生
し
て
い
る
。

　
市
街
地
対
策
と
し
て
は
、
今
年

５
月
に
、
対
処
方
法
な
ど
を
記
載

し
た
チ
ラ
シ
を
全
て
の
小
・
中
・

高
等
学
校
と
各
市
町
に
配
布
し

注
意
喚
起
を
行
っ
た
ほ
か
、
今
年

度
も
、
市
町
が
行
う
市
街
地
周
辺

で
の
侵
入
防
止
柵
の
設
置
な
ど

に
対
し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
へ
の
出
没
を

抑
制
す
る
た
め
、
イ
ノ
シ
シ
が
生

息
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
屋

島
や
島
嶼
部
に
つ
い
て
は
県
主

体
の
捕
獲
事
業
を
実
施
す
る
ほ

か
、
市
町
や
警
察
、
猟
友
会
な
ど

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催

し
、
緊
急
時
の
対
応
力
や
捕
獲
技

術
の
向
上
に
努
め
る
。

空き家を利活用した事例

問答問答

乳
幼
児
期
に
母
子
一
体
感
を

損
な
わ
な
い
と
い
う
視
点
に
十
分

留
意
し
、仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を

図
る
取
組
み
や
国
の
制
度
の
活
用

を
検
討
す
る
な
ど
、
子
供
と
子
育

て
家
庭
に
や
さ
し
い
環
境
の
整
備

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
空
き
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る

天
神
前
分
庁
舎
２
階
を
、０
歳
か
ら

２
歳
児
が
対
象
の
保
育
施
設
の
併

設
を
要
件
に
民
間
事
業
者
に
貸
し

付
け
、育
児
中
の
母
親
が
子
連
れ
で

出
勤
し
、子
供
の
近
く
で
勤
務
で
き

今
後
の
取
組
み
は
。

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援

る
仕
組
み
を
考
え
て
い
る
。事
業
者

は
独
立
採
算
で
事
業
活
動
を
行

い
、
保
育
施
設
は
内
閣
府
の
助
成

金
を
活
用
す
る
た
め
県
費
負
担
が

無
く
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
賃
料
収

入
が
得
ら
れ
る
な
ど
、
県
有
資
産

の
有
効
活
用
も
図
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
総
務
省
の
﹁
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
エ
コ
ノ
ミ
ー︵   

      

　  

︶活
用

推
進
事
業
﹂
の
採
択
を
受
け
た
こ
と

で
、
初
期
費
用
の
一
部
が
軽
減
で

き
、
事
業
者
の
参
入
を
後
押
し
で

き
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
の
事
業

開
始
を
目
指
し
、
速
や
か
に
事
業

者
の
公
募
手
続
き
に
入
り
た
い
。

問答

老
朽
化
し
て
危
険
な
空
き
家

の
除
却
を
促
進
す
る
市
町
を
支
援

し
て
お
り
、
昨
年
度
は
、
過
去
最
高

の
２
１
６
件
の
補
助
を
行
っ
た
ほ

か
、
県
民
向
け
に
開
催

し
た
空
き
家
の
適
正

管
理
や
相
続
等
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
定

員
を
大
幅
に
超
え
る

申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

　
今
年
度
は
、
新
た

に
、
空
き
家
の
再
生

利
活
用
を
図
っ
た
好

今
後
の
取
組
み
は
。

事
例
を
収
集
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
や
、

空
き
家
の
課
題
ご
と
の
対
策
を
整

理
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を

実
施
す
る
ほ
か
、
出
前
講
座
や
個

別
相
談
会
を
開
催
し
、
新
た
な
問

題
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
。

問答

※
11 

﹁
８
０
５
０
問
題
﹂
＝
80
歳
代
の
高
齢
の
親
と
ひ
き
こ
も
り
な
ど
無
職
の
50
歳
代
の
子
ど
も
が
同
居
し
て
生
活
が
困
窮
す
る
な
ど
の
社
会
問
題
の
こ
と
。

■
環
境
建
設
委
員
会

■
総
務
委
員
会

※
12 

11
ペ
ー
ジ

左
欄
外
参
照
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この広報誌は、古紙配合率70％再生紙、また、

環境にやさしい植物油インクを使用しています。

閉会中の委員会活動〈5～6月中〉

◆総務委員会
（６月10日・現地視察）

（株）安岐水産（さぬき市）、高速道路交通警察隊

津田東分駐隊庁舎（さぬき市）、香川用水東部幹線

揚水機場（さぬき市）、香川用水東部幹線用水路

(三木町)

◆環境建設委員会
（５月２３日・現地視察）

国道１１号豊中観音寺拡幅(三豊市～観音寺市)、

(有)田代商店、都市計画道路中央村黒線、県道丸亀

詫間豊浜線室本工区（観音寺市）

◆文教厚生委員会
（５月３１日・現地視察）

宗吉瓦窯跡及び宗吉かわらの里展示館、たくまシー

マックス（三豊市）

◆経済委員会
（５月２７日・現地視察）

瀬戸大橋記念公園、吉原食糧（株）、（株）藤川農園

（坂出市）

◆県立体育館整備等に
　関わる特別委員会

（６月６日審査）

県立体育館整備等に関わる必要な事項の調査検討

について

(６月６日現地視察)

新県立体育館整備予定地（高松市）

宗吉瓦窯跡及び宗吉かわらの里展示館

「繋ぐ」  坂出商業高校3年　山本 未央さん

この度は、県議会議長賞をいただくことができて大変光栄に思っています。この写真

は、体育祭の種目リレーの様子を撮影しました。走っている人の動きを表現したかっ

たのでシャッタースピードを遅くし、ぶらしました。また、バトンをつなぐ瞬間でチーム

との団結力が感じられる写真になったと思います。今後の目標は賞を頂けるように、

それと同時に人の心を動かすことができるような写真が撮れるようになることです。

　「高校生フォトコンテスト」の

入賞作品のうち、県議会議長

賞を各号の表紙としてお届け

し、広報委員長賞及び佳作を

誌面でご紹介します。

　入賞者の言葉とともに高校

生の視点で捉えた「香川」のあ

れこれをお楽しみください。
今月の表紙

高校生フォトコンテスト 佳作 

「あと少し、頑張れ」
撮影者：香川県藤井高校2年　中畑 翔太さん

高校生フォトコンテスト広報委員長賞

「空高く」
撮影者：観音寺第一高校3年　柴川 悠さん

高校生フォトコンテストを次のとおり実施します。

私だけの香川 私の見つけた香川
元気が出る香川

高校生フォトコンテスト実施 !!第11回

詳しくは、県議会のホームページをご覧ください。
【ホームページアドレス】

https://www.pref.kagawa.lg.jp/gikai/

テーマ

令和元年12月1日（日）～
　　　   令和2年1月31日（金）

募集
期間

https://www.pref.kagawa.lg.jp/gikai/


